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と き ：平成１８年２月４日（土）
参加者 ：１０名

当日は雲一つない、すばらしい
天候に恵まれました

参加者１０名、童心に返りルン
ルン気分のスタートでした

“ヘイケボタルの湿地”で記
念撮影
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炭焼設備 全景

本窯 １基
ドラム缶窯 ２基

炭焼を初めて１７年！
本格的でした

作業前の朝礼風景
参加者の多いのに驚きまし
た

本窯の前で、炭焼の説明
みなさん熱心に聞き入りま
した
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水路の水量は少量で、底には土や草がありました。かわにな などが流れないような配慮ですが、
何故きれいにしないのという質問が多いため看板を出したそうです。意外と水路が浅いのにビックリ
しました

幼虫が踏まれないよ
うに歩み板がありま
した

ゲートがあり、川上側にバイパ
ス水路を作っていました



- 4 -

“ゲンジボタルの谷”を少し下ったところですが、素人が見てもホタルの生息地ということがわか
ります。みなさん言葉もなく覗き込んでいました・・・

「１頭のホタルが１０００匹の卵を産みます。その中で成虫になるのは３頭、それもタッタ１週
間の命です」日本野鳥の会のレンジャー渡邉初恵さんの紙芝居による分かり易い説明に聞き入
る愛護会の面々・・・。感動しました。これだけでも今日来た甲斐がありました。


